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神
社
の
入
り
口
に
佇
み
、
邪

　

神
社
の
入
り
口
に
佇
み
、
邪

気
を
祓
う
た
め
睨
み
を
き
か
せ

気
を
祓
う
た
め
睨
み
を
き
か
せ

る
狛
犬
。
一
対
の
狛
犬
は
阿
吽

る
狛
犬
。
一
対
の
狛
犬
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阿
吽

の
呼
吸
で
地
域
や
神
社
、
参
拝

の
呼
吸
で
地
域
や
神
社
、
参
拝

者
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

者
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

棚
倉
町
を
含
む
福
島
県
の
県
南

棚
倉
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を
含
む
福
島
県
の
県
南

地
方
は
、
昔
か
ら
良
質
な
石
材

地
方
は
、
昔
か
ら
良
質
な
石
材

に
恵
ま
れ
、
多
く
の
狛
犬
が
鎮

に
恵
ま
れ
、
多
く
の
狛
犬
が
鎮

座
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
取
材

座
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
取
材

で
は
町
内
で

で
は
町
内
で
1616
対
の
狛
犬
を
見

対
の
狛
犬
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
狛
犬
は
地
域
の

　

こ
れ
ら
の
狛
犬
は
地
域
の

方
々
に
よ
っ
て
、
大
切
に
受
け

方
々
に
よ
っ
て
、
大
切
に
受
け

継
が
れ
、
今
や
新
た
な
地
域
資

継
が
れ
、
今
や
新
た
な
地
域
資

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
棚
倉
町
の
狛
犬
探

　

こ
の
夏
、
棚
倉
町
の
狛
犬
探

訪
は
い
か
が
で
す
か
？

訪
は
い
か
が
で
す
か
？

十
人
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ら
ぬ

十
人
十
色
な
ら
ぬ
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十
体
十
色
の
魅
力
　

十
体
十
色
の
魅
力
　

　

棚
倉
町
の

　

棚
倉
町
の
1616
対
の
狛
犬
は
同

対
の
狛
犬
は
同

じ
も
の
は
一
つ
も
な
く
、
そ
れ

じ
も
の
は
一
つ
も
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
を
持
っ
て
い
ま

ぞ
れ
が
個
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
前
足
を
伸
ば
し
、
腰
を
下

す
。
前
足
を
伸
ば
し
、
腰
を
下

ろ
し
た
狛
犬
だ
け
で
な
く
、
阿

ろ
し
た
狛
犬
だ
け
で
な
く
、
阿

吽
で
全
く
違
う
顔
の
狛
犬
、
子

吽
で
全
く
違
う
顔
の
狛
犬
、
子

ど
も
を
抱
え
た
狛
犬
、
空
を
飛

ど
も
を
抱
え
た
狛
犬
、
空
を
飛

ん
で
い
る
よ
う
な
珍
し
い
構
図

ん
で
い
る
よ
う
な
珍
し
い
構
図

の
狛
犬
な
ど
、
創
意
工
夫
を
凝

の
狛
犬
な
ど
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
様
々
な
顔
、
姿
の
狛
犬

ら
し
た
様
々
な
顔
、
姿
の
狛
犬

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
自
分
好
み
の
狛
犬
を
探

　

ぜ
ひ
自
分
好
み
の
狛
犬
を
探

し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

狛
犬
探
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点

狛
犬
探
訪
の
注
意
点
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は
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の
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に
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座

狛
犬
は
地
域
の
神
社
に
鎮
座

し
て
い
ま
す
。
神
社
内
で
は

し
て
い
ま
す
。
神
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内
で
は

参
拝
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽

参
拝
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
ん
で
く
だ
さ
い
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〇〇��

駐
車
場
が
無
い
場
所
も
あ
り

駐
車
場
が
無
い
場
所
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
し

て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〇〇��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
対
策
を
し
て

症
の
感
染
防
止
対
策
を
し
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

御霊神社（下手沢） 三嶋神社（山際） 根渡神社（強梨）

白山神社（流） 駒石神社（寺山） 愛宕神社（下山本） 秋葉神社（北町）

個性豊かな個性豊かな
棚 倉 町 の棚 倉 町 の
狛 犬 16 選狛 犬 16 選

近津神社（山田） 天王神社（天王内） 住𠮷神社（岡田） 宇 神社（風呂ヶ沢）

羽黒神社（堤） 鐘鋳神社（一色） 二柱神社（寺山） 八幡神社（逆川）
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自然災害から命を守るために、知っておいてください

　全国各地で毎年のように大雨、台風、地震等による災害が発生しています。これらの自然災害か
ら命を守るためには、「自らの命は自らが守る」という自助の意識を持ち、日ごろから防災の知識
を身に付け、災害への備えをしておくこと、そして、災害発生のおそれがある場合には、災害に関
する情報を収集して早めに避難することが大切です。
　今回は、災害に備えるための重要な４つのポイントを紹介します。

①防災マップで災害リスクを確認する
　�　防災マップは、浸水や土砂災害等の危険性が高い区域を着色し
た地図です。平成28年にご家庭に配布された防災マップで自宅や
周辺の災害リスクを確認し、災害時の避難行動の参考としてくだ
さい。防災マップがお手元にない場合は、住民課で配布している
ほか、町ホームページからダウンロードすることができます。

　　棚倉町�防災マップ　検索

②避難場所を確認する
　�　町では災害に応じて避難所を開設しますので、あらかじめ防災
マップで避難の場所を確認しておきましょう。自宅周辺に「土砂
災害等警戒区域」や「洪水の浸水想定区域」があり、自宅にとど
まることが危険な場合は、早めに安全な場所へ避難しましょう。

　�　ただし、避難とは「難」を「避」けることですので、自宅が水
害・土砂災害の危険性が低く、水や食料の備蓄が十分にあるなど、安全が確認できる場合は自宅
で安全を確保することも可能です。

　�　また、避難所に行くことだけが避難ではありません。避難先として、安全な場所にある親せき
や知人宅へ避難させてもらうのも選択肢のひとつです。日ごろから緊急時の避難先について相談
しておくことも大切です。

　�　棚倉町保健福祉センターは「福祉避難所」のため、要配慮者（高齢者・障がい者・妊産婦・乳
幼児等）や付き添いの方のみが避難する場所として指定しています。

③非常持出品を備える
　�　左のページを参考に避難するときに必要となる物資をあらかじめ準備し、非常時にすぐ持ち出
せるようリュック等に一つにまとめておきま
しょう。また、災害が長時間にわたる可能性
もありますので、日ごろから非常用の食料や
飲料水等の備蓄品の準備を整えるなど、備え
を万全にしておきましょう。

　�　家族構成にあわせたものの準備も必要です。
例えば乳幼児がいる家庭では、おむつやおし
りふき、粉ミルクなども準備しましょう。

④避難するタイミングを確認する
　�　今年５月から避難勧告がなくなり、避難指
示に一本化されました。

　�　災害発生のおそれがある場合には、早め早
めの避難を心掛けるとともに、避難指示が出
たら、速やかに安全な場所に避難しましょう。

災害に備える４つのポイント

出典：福島県災害対策課ふくしまマイ避難ノート
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棚倉町への令和２年度寄附額は1億5,978万円棚倉町への令和２年度寄附額は1億5,978万円
応援いただき、ありがとうございます！応援いただき、ありがとうございます！

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
。
そ
の
寄
附
額
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
、
令
和
２
年
度
は
１
億
５
、９
７
８

万
円
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
事
業
者
の
方
に
は
返
礼
品
と
し

て
寄
附
者
に
贈
る
商
品
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
寄
附
は
、
寄
附
を
さ
れ
た
方

が
希
望
す
る
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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年　　度 ふるさと納税
寄附額（万円）

平成28年度 ６６６
平成29年度 １，０５８
平成30年度 ４，０９０
令和元年度 ９，８７２
令和２年度 １５，９７８

ふるさと納税の活用希望事業
皆様からいただいた貴重な寄附金は、以下の事業に活用します

〇高齢者福祉事業（1,465件　3,009万円）
　・タクシー利用助成事業、敬老事業等
〇子育て支援事業（1,877件　3,683万円）
　・�すこやか赤ちゃん応援事業、子どもセンター

関連事業等
〇学校教育支援事業（385件　846万円）
　・�幼・小・中におけるICT教育事業、キャリア

教育事業等
〇地域振興事業（550件　1,059万円）
　・観光・産業振興事業、文化財保存活用事業等
〇その他　（3,713件　7,381万円）
　・�ふるさと納税に係る経費や町発展のためのさ

まざまな事業に活用します

ふ
る
さ
と
納
税
で
棚
倉
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し

た
い
自
治
体
な
ど
を
選
択
し
て

「
寄
附
」
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
原
則
と

し
て
寄
附
金
額
の
う
ち
２
、

０
０
０
円
を
超
え
る
全
額
が
、
所

得
税
お
よ
び
住
民
税
の
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
（
一
定
の
上
限
あ

り
）。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
で

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と

し
て
特
産
物
や
名
産
品
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
町
外
に
お
住
い
の

友
人
や
親
戚
等
に
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

◇�

お
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
が
便
利
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税　
棚
倉
町　
検
索

※�

返
礼
品
の
贈
呈
は
、
町
外
の
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
財
政
係

　
☎
33

－
２
１
１
１

「ゆずりあい　道路で示す　日本の美」「ゆずりあい　道路で示す　日本の美」
８月は道路ふれあい月間です８月は道路ふれあい月間です

　道路は、私たちの生活を支える大切な財産であり、将来を生きる子どもたちにとっても、　道路は、私たちの生活を支える大切な財産であり、将来を生きる子どもたちにとっても、
大切な財産です。大切な財産です。
　子や孫の世代に、美しく安全な道路を引き継いでいくため、この機会に道路について改め　子や孫の世代に、美しく安全な道路を引き継いでいくため、この機会に道路について改め
て考えてみましょう。て考えてみましょう。

　
道
路
は
、
い
つ
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
る

よ
う
に
、
歩
道
へ
の
駐
車
、
道
路
や
歩
道

へ
の
看
板
な
ど
の
設
置
、
歩
道
上
で
の
営

業
お
よ
び
作
業
等
は
行
わ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
へ
の
違
法
駐
車
や
、
道
路

脇
へ
の
物
品
や
資
材
な
ど
の
放
置
は
歩
行

や
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
道
路
を
安
全
で
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
維
持
・
管
理
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
の
境
界
を
越
え
る
生
垣
や
植
栽

は
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
非
常
に
危
険

で
す
。
所
有
者
の
方
は
伐
採
な
ど
の
適
切

な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
道
路
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
道

路
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〇
こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
・
舗
装
に
穴
や
陥
没
が
あ
る
。

　
・
路
肩
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る
。

　
・
通
行
の
支
障
に
な
る
落
下
物
が
あ
る
。

　
・
道
路
に
倒
木
が
あ
り
通
行
で
き
な
い
。

　
工
事
用
の
仮
囲
い
や
突
出
看
板
、
日
よ

け
（
装
飾
ひ
さ
し
）
な
ど
を
道
路
に
設
置

す
る
と
き
は
、
道
路
法
な
ど
の
基
準
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
設
置
す
る
際

に
は
道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

道
路
環
境
の
美
化
に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

生
垣
等
の
管
理
に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
の
異
常
を
見
つ
け
た
ら

こ
ん
な
と
き
は

�
許
可
が
必
要
で
す

町赤十字奉仕団道路美化活動町赤十字奉仕団道路美化活動

■
道
路
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
〇
国
道
・
県
道

　
　
福
島
県
棚
倉
土
木
事
務
所

　
　
総
務
課

　
　
☎
33

－

３
１
３
１

　
〇
町
道

　
　
整
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整
備
維
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係
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－

２
１
１
４
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お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　

今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、
８
月

19
日
㈭
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
２
期

〇
町
県
民
税
…
…
…
…
…
‥
…
２
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
１
期

　
納
期
限
は
８
月
31
日
㈫
で
す
。

　
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
体
の
衰
え
、
障
が
い
、
病
気
な
ど

の
理
由
に
よ
り
調
理
が
困
難
な
方
に

対
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
昼
食
（
お
弁
当
）
を
お
届
け
し
、

あ
わ
せ
て
安
否
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

〇�

対
象
者　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
お
よ
び
身
体
障
が
い

者
な
ど
で
心
身
の
障
が
い
の
理
由

に
よ
り
調
理
が
困
難
な
方

〇
利
用
料　
一
食
あ
た
り
４
０
０
円

〇�

利
用
日　
月
曜
日
～
土
曜
日
の
希

望
す
る
日
（
祝
日
、
お
盆
、
年
末

年
始
を
除
く
）

　

�

一
部
地
域
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課　
高
齢
者
係

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
33

－

７
８
０
１

　
町
内
の
農
地
や
集
落
近
く
で
、
イ

ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
増
え
て
い
ま

す
。
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
ら
、
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇�
慌
て
ず
静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
て

く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
襲
っ
て
き

た
ら
、
物
陰
に
隠
れ
た
り
、
高
い

と
こ
ろ
に
登
っ
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

〇�

追
い
か
け
た
り
石
を
投
げ
た
り
し

て
刺
激
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
興

奮
し
て
突
進
し
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

〇�

エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

人
間
に
馴
れ
、
人
間
の
生
活
圏
に

出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
係

　
☎
33

－

２
１
１
３

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

農
地
の
転
用
と
は

　
農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
利
用

す
る
こ
と
で
す
。

【
例
え
ば
こ
ん
な
用
途
に
利
用
】

住
宅
、
工
場
、
資
材
置
き
場
、
庭
、

駐
車
場
、
道
路
、
山
林
な
ど

許
可
を
受
け
た
い
と
き
は

　
農
地
が
転
用
で
き
る
農
地
か
ど
う

か
、
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

許
可
を
受
け
な
か
っ
た
ら

　
無
断
で
転
用
行
為
を
す
る
こ
と
は

農
地
法
違
反
で
す
。
み
な
さ
ん
の
田

や
畑
は
農
地
法
に
よ
っ
て
大
切
に
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
農
地
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
農
地
を
別
の
用

途
で
利
用
す
る
に
は
県
知
事
（
一
部

農
業
委
員
会
）
か
ら
の
許
可
が
必
要

で
す
。

ど
ん
な
罰
則
が
あ
る
の

　
無
断
転
用
に
は
、
原
状
回
復
を
命

じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
従
わ
な
い
場
合
、
最
高
３
年
以
下

の
懲
役
、
ま
た
は
３
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
等
、
厳
し
い

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
に
農
地
を
貸
す
と
き
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
借
り
た
人
が

違
反
転
用
を
行
う
と
、
貸
し
た
側
も

責
任
を
負
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
☎
33

－

７
８
８
３

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

　
棚
倉
町
農
業
委
員
会
で
は
、
年
に

１
回
農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
８
月
末
か
ら
９
月
末
ま

で
の
期
間
で
実
施
予
定
で
す
。
期
間

中
は
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
、
農
業
委
員
が
農
地
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
33

－

７
８
８
３

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
身
被
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

インフォメーション

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

６月の棚倉町の
交通事故発生状況

人
身
事
故

２　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

２　
人

物
件
事
故

20　
件

〇
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

　

�

緊
張
感
を
持
ち
、
速
度
を
控
え
、
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底
し
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

〇
歩
行
者
の
方
へ

　

�

道
路
横
断
の
際
は
手
上
げ
横
断
が
歩
行

者
の
マ
ナ
ー
で
す
。
必
ず
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

お盆の供物を収集しますお盆の供物を収集します【回収日：８月16日㈪】【回収日：８月16日㈪】

〇注意事項
①午前９時までに収集場所に出してください。
②段ボールに入れるか、きちんと縛ってから出してください。
③供物を収集場所に出す際には、収集所小屋の中には入れず、小屋のわきに置いてください。
④�回収日に出せない場合は、指定のごみ袋（燃えるごみ）に入れ、一般のごみの回収にあわせ、
通常の収集場所に出してください。

収　　　集　　　場　　　所収　　　集　　　場　　　所
棚倉地区

1区 観音寺入口
蓮生寺裏側（町裏通り）

２区 蓮家寺山門向かい

３区 蓮家寺山門向かい
タカノ表具店裏収集所わき

４区 古町西迎院裏門５区

６区 東林寺入口
東白日報社前

７区 下町共同墓地入口

８区 アローボウル前
渡辺商店南側ごみ収集所

９区
旭屋旅館前空き地
関口集会所
総合体育館北側駐車場

10区 仁公儀集会所
仁公儀ニュータウン入口

11区 長久寺入口左側
12区 馬場集会所
13区 13区ごみ収集所前

14区

コミュニティセンター前
元棚高グラウンドバックネット裏
檜木ごみ収集所わき
元高津産業入口

15区 根子屋川橋わき

■お問い合わせ　住民課　消防環境係　☎33－2116

社川地区
上台 上台ごみ収集所わき
板橋 板橋ごみ収集所わき
玉野 玉野ごみ収集所わき

一色 一色集会所前
太夫内墓地前

福井 福井集会所前
堤 堤集会所前
逆川 墓地入口
天王内 元火の見下（集会所わき）
金沢内 元火の見下（ごみ収集所）
小菅生 小菅生集会所

高野地区
瀬ヶ野 瀬ヶ野墓地入口
小　爪 小爪ごみ収集所わき
祝部内 祝部内ごみ収集所わき
富　岡 富岡集会所
山　際 山際集会所
福　岡 地割橋・下平橋

強　梨
高　松…高松橋
俵　内…ごみ収集所わき
岡ノ内…ごみ収集所わき

大　梅

松草平…ごみ収集所わき
曲　屋…ごみ収集所わき
段河内…ごみ収集所わき
大梅集会所裏ごみ収集所わき

漆　草 屯所わき
戸　中 戸中集会所

近津地区
寺　山 久慈橋西側・豊岡橋東側
双ノ平 双ノ平ごみ収集所わき
八槻１ 旧中学校上り口
八槻２ 丈六入口
八槻３ 一里塚前
八槻４ 八槻４区ごみ収集所わき
八槻５ 八槻５区ごみ収集所わき

八槻６ 高渡西側収集所わき
高渡集会所わき

流 豊山住宅下墓地入口
常隆寺山門広場

塚　原 塚原ごみ収集所わき

下山本 松原共同墓地前
萩平共同墓地前

中山本�

中ノ内ごみ収集所わき
中山本中ごみ収集所わき
中山本上ごみ収集所わき
大内ごみ収集所わき

北山本 平塩ごみ収集所わき
宮川橋ごみ収集所わき

下手沢 中組ごみ収集所わき
下組ごみ収集所わき

上手沢 上手沢ごみ収集所わき
祖父岡 祖父岡ごみ収集所わき
山　田 山田集会所
岡　田 下平ごみ収集所わき

委委��
員員��

紹紹��

介介

人
権
擁
護
委
員

　
任
期　
令
和
３
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　
令
和
６
年
６
月
30
日

〇
委
員
構
成
（
敬
称
略
）

　
畠
山　
真
一　
　
長
谷
川
道
圓

　
原　
　
啓
喜　
　
藤
田　
和
江

　
西
牧　
武
美　
　
須
藤　
俊
一

　令和３年６月に人権擁護委員を
退任された薄葉義博さんに法務大
臣感謝状が贈呈されました。薄葉
さんは２期６年に渡り、人権擁護
委員を務められました。

藤田�和江さん
（新任）

須藤�俊一さん
（新任）
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ご　
案　
内

８
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
８
月
10
日
㈫

〇
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
８
月
19
日
㈭

〇
時
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

〇
そ
の
他
　

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験

航
空
学
生
（
航
空
・
海
上
自
衛
隊
）

〇
応
募
資
格　

・�

航
空
自
衛
隊　

高
校
卒
（
見
込
み
を

含
む
）
以
上
21
歳
未
満
の
方

・�

海
上
自
衛
隊　
高
校
卒
（
見
込
み
を

含
む
）
以
上
23
歳
未
満
の
方

〇
試
験
日　
９
月
20
日
㈪

〇
受
付
期
間　
９
月
９
日
㈭
ま
で

※�

試
験
会
場
は
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
日
程
な
ど
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

０
３
７
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
活

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
様
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
対
象　

�

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

〇
申
込
方
法　

�

事
務
所
（
役
場
１
階
正

面
玄
関
右
側
）
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
棚
倉
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
33

－

７
８
３
２

　
し
ら
か
わ
地
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
契

約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
に
よ
る
消
費

者
被
害
な
ど
の
消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
、
解
決
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
事
例

・�

身
に
覚
え
の
な
い
代
金
の
請
求
書
が

届
い
た
。

・�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
た
ら
、

い
つ
の
間
に
か
登
録
完
了
画
面
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

〇
相
談
場
所　
白
河
市
役
所

〇
相
談
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
し
ら
か
わ
地
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４
８�

－�
22�

－�
１
１
３
３

移
住
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　
福
島
県
で
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
も
含
め
た

移
住
を
希
望
す
る
方
の
た
め
に
移
住
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

県
南
窓
口

県
南
地
域
移
住
・
定
住
相
談
所
ラ
ク
ラ
ス
し
ら
か
わ

（
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
内
）

☎
０
２
４
８�

－�
23�

－�
１
５
４
６

〇
相
談
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

東
京
窓
口

福
が
満
開
、
福
し
ま
暮
ら
し
情
報
セ
ン
タ
ー

（�

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２

－

10

－

１

東
京
交
通
会
館
８
階
）

☎
03�

－�
６
５
５
１�

－�
２
９
８
９

〇
相
談
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
火
曜
日
～
日
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

※
８
月
８
日
㈰
～
16
日
㈪
は
夏
季
休
業
期
間

　
福
島
県
で
は
ひ
と
り
で
子
育
て
中
の

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
の
就
職
や
転
職

活
動
の
お
悩
み
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
平
日
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

５
６
４
７

　
東
白
川
福
祉
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
棚
倉
合
同
庁
舎
内
）
※
要
予
約

　
☎
33

－

２
２
２
５

し
ら
か
わ
地
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
・
転
職
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

 インフォメーションインフォメーション

募　
　
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　
西
中
居
団
地

　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
２
戸
（
２
階
）

　
　
（
平
成
３
年
建
築　
中
層
耐
火
３
階
建
）

　
　
棚
倉
字
西
中
居
22
番
地
３　

　
　
※
駐
車
場
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

〇
申
込
期
限

　
８
月
16
日
㈪

　
午
後
５
時
ま
で
【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期　

　
９
月
１
日
㈬

〇
そ
の
他

　
・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な

ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

棚
倉
町
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
募
集

　
棚
倉
町
の
農
作
物
、
物
産
品
を
募
集

し
ま
す
。
認
証
さ
れ
る
と
、「
た
な
ぐ

ら
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
消
費
拡
大
や
風

評
被
害
払
拭
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
県

内
外
に
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〇
募
集
期
限

　
11
月
１
日
㈪
【
当
日
必
着
】

〇
応
募
方
法

　

�　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
直
接
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
や
募
集
要
項

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〇
認
証
期
間

　
初
回
は
認
証
日
か
ら
２
年
間
、
２
回

目
以
降
は
３
年
間

棚
倉
町　
ブ
ラ
ン
ド
認
証　
検
索

■
お
問
い
合
わ
せ

　
�

棚
倉
町
農
産
物
・
物
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

　
☎
33

－

２
１
１
３

　
首
都
圏
在
住
の
棚
倉
町
出
身
者
、
棚

倉
町
ゆ
か
り
の
方
で
組
織
し
、
現
在
約

１
３
０
名
の
方
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
１
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、
東
京

で
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

た
な
ぐ
ら
を
毎
月
お
届
け
す
る
ほ
か
、

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
宿
泊
料
な
ど
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
新
た
に
入
会
い
た
だ
い
た
方
に
、
棚

倉
産
の
お
米
10
キ
ロ
を
お
贈
り
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〇
年
会
費　
３
、０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

９
月  

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時

　
９
月
３
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対
象　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　
～
お
月
さ
ま
の
お
話
～

　
　
　
　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
９
月
14
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
を
作
ろ
う
！

〇
そ
の
他

　
30
日
㈭
は
プ
チ
す
く
す
く

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
お
盆
期
間
中
の
８
月
13
日
㈮
、
14
日

㈯
、
16
日
㈪
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
開
館

時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
57

－

５
３
１
０

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
方
へ

 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

東
京
棚
倉
会
の
会
員
募
集
中
で
す

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

 

「一葬懸命
いっそうけんめい

」 
一件一件のお葬式を 
全力でお手伝いします。 

＜病院からのご連絡は＞ 

＜事前相談・さくらの会入会は＞ 

（２４時間） 

【斎場】フューネスさくら棚倉館 

ご葬儀 

割 引 

お供物代 

割  引 

いざという時に連絡できる先がある 

「さくらの会」会員募集中 

ご葬儀のことなら 

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ゴルフ教室
〇
日
時　
８
月
17
日
㈫
・
９
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
後
６
時
～

〇
会
費　
会　

員　

１
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

５
０
０
円

〇
場
所　
花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場

バドミントン教室
〇
日
時　
８
月
17
日
㈫
・
９
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
後
７
時
～

〇
会
費　
会　

員　

１
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

５
０
０
円

〇
場
所　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

ミニテニス教室
〇
日
時　
８
月
19
日
㈭
・
９
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

〇
会
費　
会　

員　

１
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員　

５
０
０
円

〇
場
所　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
を
行
い
、
安
全
・
安
心
を
第
一
に

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

�

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
元
気
な
毎

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－
３
１
６
０

棚倉町ブランド
認証マーク
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あ
な
た
と
家
族
を
守
る
情
報
を
届
け
ま
す

「
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
メ
ー
ル
ふ
く
し
ま
」

登
録
者
募
集
中

　
福
島
県
警
で
は
、
皆
様
が
安
全
で
安

心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
身
近
な
犯
罪
等
の
情
報
を
メ
ー
ル

で
配
信
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
配
信
す
る
情
報

　
・�

犯
罪
発
生
情
報
・
防
犯
情
報
（
な

り
す
ま
し
詐
欺
、
不
審
者
、
盗
難

情
報
な
ど
）

　
・
交
通
安
全
情
報

〇
登
録
方
法

①�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル

送
信

　
※�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合

は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
送
信

　
　

pmf01@uh28.asp.cuenote.jp

②�

自
動
返
信
さ
れ
た
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
ク
リ
ッ
ク

③�

登
録
フ
ォ
ー
ム
で
配
信
を
希
望
す
る

情
報
に
チ
ェ
ッ
ク
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入

力
し
、
登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
て
完
了

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署

　
刑
事
生
活
安
全
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す

　
夏
は
暑
さ
に
よ
り
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
、
感
電
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
汗
を
か
く
ほ
か
、

プ
ー
ル
な
ど
水
に
触
れ
る
機
会
も
増
え

る
た
め
、
濡
れ
た
手
で
プ
ラ
グ
に
触
れ

て
感
電
す
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
電
気
の
安
全
な
使
用
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人　
東
北
電
気
保
安
協
会

　
白
河
事
業
所

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

６
０
６
６

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局

で
お
預
か
り
し
ま
す

　
遺
言
書
の
紛
失
や
破
棄
、
第
三
者
に

よ
る
改
ざ
ん
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成
し
た
本
人
が
、

法
務
局
に
遺
言
書
の
保
管
を
申
請
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
制
度
の
利
用
に
は
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
福
島
地
方
法
務
局

白
河
支
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

　
☎
０
２
４
８�

－�
22�

－�
１
２
０
１

メール送信用
ＱＲコード

■お問い合わせ
　生涯学習課　生涯学習係（棚倉町文化センター内）
　☎33－0111　FAX33－9611
　mail：syougaigakusyuu@town.tanagura.fukushima.jp

棚倉町史販売中です！棚倉町史販売中です！
巻　数 発 行 年 内　　　　　容
第一巻 昭和56年 第二巻から第六巻までを編年的にまとめ、町の歴史の流れを収録

第二巻 昭和52年 おおむね奈良時代から平安時代までを収録（古代編）
鎌倉時代から安土・桃山時代までの八槻文書を中心に収録（中世編）

第三巻 昭和51年 城下町棚倉の様子を概観できる史料を収録（近世・町政編）
第四巻 昭和55年 町全体の村むらを対象に江戸時代の生活史料を収録（近世・住民編）

第五巻 昭和53年 明治維新から昭和20年までの政治・産業・社会・教育・文化を収録（近代編）
第二次世界大戦後の新しい棚倉町の形成、町民憲章のまとめ（現代編）

第六巻 昭和54年 旧石器時代から平安時代までの考古資料、中世文書や神社・寺院などの文化財、
民話と伝説・年中行事などの民俗資料を収録（考古・文化財・民俗資料）

別巻一 昭和57年 棚倉城下の概観と町民の生活に関する史料を収録
別巻二 昭和57年 戊辰戦争・明治維新・町民の生活に関する史料を収録
別巻三 昭和57年 「東白川郡沿革私考」（石井可汲著）を収録
この他にも様々な郷土史関係図書を販売しています。価格など詳しくは上記までお問い合わせ下さい。

探しています! !　棚倉城跡の古写真・絵図探しています! !　棚倉城跡の古写真・絵図
　町では、今年度より棚倉城跡整備基本計画の策定に取り組んでいます。計画策定　町では、今年度より棚倉城跡整備基本計画の策定に取り組んでいます。計画策定
に関する資料にするとともに、棚倉城跡の歴史を後世に伝えることを目的に、古写に関する資料にするとともに、棚倉城跡の歴史を後世に伝えることを目的に、古写
真・絵図を募集します。真・絵図を募集します。

〇募集期間〇募集期間
　令和４年３月31日㈭まで　令和４年３月31日㈭まで

〇募集内容〇募集内容
　・東日本大震災以前の棚倉城跡二ノ丸石垣を撮影した写真（近景・遠景問わず）　・東日本大震災以前の棚倉城跡二ノ丸石垣を撮影した写真（近景・遠景問わず）
　・�昭和45年（棚倉町中央公民館建築）以前の棚倉城跡（本丸内・土塁・堀など）　・�昭和45年（棚倉町中央公民館建築）以前の棚倉城跡（本丸内・土塁・堀など）

を撮影した写真を撮影した写真
　・棚倉城跡の絵図（概ね江戸時代～明治時代のもの）　・棚倉城跡の絵図（概ね江戸時代～明治時代のもの）

〇提供方法〇提供方法
　棚倉町文化センター内　生涯学習課　生涯学習係　までお持ち下さい。　棚倉町文化センター内　生涯学習課　生涯学習係　までお持ち下さい。
　※�持参される場合は、事前にご連絡をいただき、文化センター開館時間（午前８　※�持参される場合は、事前にご連絡をいただき、文化センター開館時間（午前８

時30分～午後５時15分、月曜日及び祝日を除く）にお持ちください。時30分～午後５時15分、月曜日及び祝日を除く）にお持ちください。
　※年末年始休館日（12月29日～１月３日）は受付できません。　※年末年始休館日（12月29日～１月３日）は受付できません。
　※提供いただいた写真・絵図は、その場でスキャンし、返却します。　※提供いただいた写真・絵図は、その場でスキャンし、返却します。
　　（その際、写真の使用に関する同意書を提出していただきます。）　　（その際、写真の使用に関する同意書を提出していただきます。）

〇その他〇その他
　・�写真や絵図は無償で使用させていただきます。提供に対して対価を支払うこと　・�写真や絵図は無償で使用させていただきます。提供に対して対価を支払うこと

はありません。はありません。

■問い合わせ先■問い合わせ先
　生涯学習課　生涯学習係　☎33－0111　生涯学習課　生涯学習係　☎33－0111

福島県民の日：８月21日㈯ 施設無料開放のお知らせ
　町では、福島県民の日に合わせ、下記施設の無料開放を行います。なお、ご来館前に体温を測り、
体調のすぐれない方はご遠慮ください。また、マスクの着用と消毒をお願いします。
〇町文化センター　プラネタリウム
　上映時間　①午前10時～、②午後３時～（各１時間程度）
　■お問い合わせ　町文化センター　☎３３－９６１０
〇総合体育館　アリーナ・卓球場・トレーニング室
　開放時間　午前９時～午後５時　※１回につき２時間まで
　■お問い合わせ　総合体育館　☎３３－３１６０
〇歴史的建造物「八槻家住宅」
　観覧時間　午前９時～午後５時
　■お問い合わせ　生涯学習課　生涯学習係　☎３３－０１１１

 インフォメーション生涯学習情報ふれあい
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地域の交流を通じた介護予防　　「高齢者サロン」
　町では、健康づくり、介護予防のために「高齢者サロン」事業を行っています。
　７月15日に「下手沢・上手沢サロン」がスタートし、町の高齢者サロンは16カ所になりました。
下手沢・上手沢サロンでは、「体を動かし楽しかった」
「久しぶりにみんなの顔を見て元気がでた」などの声が聞
かれ、活気ある雰囲気で行われました。
　町では引き続き、元気づくり、健康づくりのためのサ
ロンの開設地区を募集しています。自分が住んでいる地
域の集会所等に集まり、「居場所」があることで地域との
つながりができ、安心感が生まれ、体を動かし介護予防
にもつながります。
　サロン開設を希望する地区は保健福祉センターまでお
問い合わせください。

保健福祉センターだより

幼児歯科クリニック
実 施 日　8月31日㈫
受付時間　午後１時
　　　　　　　～１時20分

実施場所　保健福祉センター
対 象 児　平成30年6月～ 8月生
　　　　　令和元年�6月～ 8月生

持 ち 物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ、
　　　　　仕上げ用歯ブラシ、コップ、タオル

注意： 食品内で食中毒菌が増殖しても、においや味は変わりません。「変なにおいがしなければ大丈
夫」は間違いです。

　　　※飲食の前やトイレ利用後も石けんで丁寧に手を洗いましょう。

８月は食品衛生月間です　　食中毒に注意しましょう！
　夏は気温や湿度が高く、食中毒の原因となる細菌が増殖しやすい季節です。
★食中毒予防の３原則★
①細菌を「付けない」
　調理前は必ず石けんで手を洗い、肉や魚など生ものを扱ったまな板や包丁はこまめに洗う。
②細菌を「増やさない」
　調理したらすぐに食べ、保存する場合は冷ましてから冷蔵庫に入れる。
　冷蔵庫内は隙間をあけて冷気の通り道を作る。
③細菌を「やっつける」
　中心部まで確実に加熱する。調理器具は熱湯、漂白剤等でしっかり消毒する。

～献血バスが来町します～

実施日 実施時間 実施場所

9月1日㈬

午前8時30分
　　　～ 10時 藤 田 建 設 工 業 ㈱

午前10時45分
　～ 11時30分 ㈱ 村 越 機 型 製 作 所

午後1時30分
　  ～ 2時30分 トヨタカローラ福島㈱棚倉店

午後3時
  　～ 4時30分 福島県棚倉合同庁舎

乳幼児健康診査
区　　分 対　象　児 実施日 受付時間 持　ち　物

３ ～ ４ ヵ 月 児
健 康 診 査

令和３年３月16日
～５月10日生

８月４日㈬
午後０時30分～１時

母子健康手帳、問診票、
バスタオル９ ～ 11 ヵ 月 児

健 康 診 査
令和２年９月１日

～ 10月31日生
午後１時～１時30分

３歳４～７ヵ月児
健 康 診 査

平成30年１月１日
～４月15日生

８月20日㈮
午後０時30分～１時

母子健康手帳、問診票、
歯ブラシ、仕上げ用歯ブラシ、
コップ、タオル1歳６～９ヵ月児

健 康 診 査
令和元年12月１日
～令和２年２月29日生

９月８日㈬

皆様のご協力を
お願いします

昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の方は、
風しんの抗体検査及び予防接種が原則無料となります。

　　　　　町から送られたクーポン券を使って、抗体検査を受けましょう。
　　　　　抗体検査の結果、抗体がないことがわかったら、予防接種を受けましょう。
　　　　　（�３月に対象の方へクーポン券を送付しました。紛失などにより再発行を希望される

方はご連絡ください。なお、クーポン券の有効期限は令和４年２月末までです。）

抗 体 検 査
住民健診や職場での健
康診断、病院等で受け
られます。
※ クーポン券を使えば

無料です。

・風しんへの抵抗力があります。

・風しんへの抵抗力がありません。
・風しんにかかるリスクがあります。

予防接種を受けましょう。予防接種を受けましょう。
原則無料となります。原則無料となります。

抗体なし

抗体あり

STEP1
STEP2

改めて新型コロナウイルス感染防止対策の徹底をお願いします。
　感染力の強い変異株の広がりに伴い、感染の再拡大が懸念されています。８月はイベントや行
事の機会も増え、県内外の往来が増加することが予想されます。自らの行動に対する感染リスク
の有無を考え、より慎重な行動をとりましょう。

医療機関に早めの相談・受診をお願いします！
　発熱やだるさ、味やにおいがしないなど、気になる症状がある場合には、かかりつけ医
や近くの医療機関にまずは電話でご相談ください。
　かかりつけ医がいない場合はこちら➡ 受診・相談センター（24時間対応） ☎0120－567－747
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おうちへ帰る時間になりました 

▲

　夏休み期間中（７月21日～８月19日）、夕方５時
前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無線は、近
津小学校６年金沢晟弥くん、田村陽さんが担当して
います。
　金沢くんは友達からアドバイスをもらいながら練
習し、田村さんは体育館で何度も練習して当日に臨
んでくれました。録音後、金沢くんは「緊張したけ
ど失敗しないでできました」、田村さんは「練習よ
りうまくできました」と感想を話してくれました。

月７
日８

▲  We are シンセキ！で明るい社会へ
　社会を明るくする運動強調月間に合わせ、「第71回
社会を明るくする運動非行防止研修大会」が町文化セ
ンターで開催されました。新型コロナウイルス感染症
の感染拡大により１年延期されての開催で、東白川郡、
石川郡の保護司や棚倉中学校の生徒などが参加しまし
た。会ではテレビなどで活躍する「レモンさん」によ
る「We�are�シンセキ！～全集中の「工夫」！お節介
パワー！～」と題した講演があり、誰一人取り残さな
い社会を構築するため、犯罪や非行の防止と犯罪や非
行をした人たちの更生について理解を深めました。

月７
日７

掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

▼ Let'sたなちゃん人づくり激励金～頑張る皆さんを応援します～
　「第53回東北高等学校対抗自転車競技選手権大会兼令和３年度全国高等学校総合体育大会東
北地区予選会」に出場した吉田唯斗さん（学法石川高校３年）、「第36回日本クラブユース
サッカー選手権（U－15）東北大会」に出場した岸波寿紀さん（棚倉中学校３年）、原祥葵さ
ん（同校３年）、鈴木光さん（同校３年）、松下純知さん（同校２年）、松下瑚さん（同校２
年）、小濱楽歩さん（同校２年）に激励金を交付しました。今後も皆さんのご活躍を応援して
います。

近津幼稚園近津幼稚園

社川幼稚園　社川幼稚園　
ふれあいデーふれあいデー

吉田唯斗さん（先頭）吉田唯斗さん（先頭） 写真左から松下瑚さん、鈴木光さん、小濱楽歩さん、写真左から松下瑚さん、鈴木光さん、小濱楽歩さん、
岸波寿紀さん、原祥葵さん、松下純知さん岸波寿紀さん、原祥葵さん、松下純知さん

短冊に願いを込めて
　７月７日は七夕。町内の保育園、幼稚園では、七夕まつり会が行われました。子どもたちは
自分たちで飾り付けた、たくさんの七夕飾りに彩られながら、七夕の歌を歌ったり、織姫と彦
星の話を聞いたり、先生による劇を見たりしながら七夕を楽しんでいました。また、短冊に書
いた願いごとの発表では「ヒーローになれますように」、「ケーキ屋さんになれますように」な
ど、かわいい願いごとを発表してくれました。

社川幼稚園社川幼稚園

棚倉保育園棚倉保育園

高野幼稚園高野幼稚園

棚倉幼稚園棚倉幼稚園棚倉幼稚園棚倉幼稚園
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◆
氏
名
…
植
村
　
直
文
さ
ん

◆
住
所
…
下
町

◆
職
業
…
教
員

◆
趣
味
　
剣
道
、
カ
メ
ラ
、
自
転
車

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
い
、
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
る
中
、
私
の

趣
味
の
一
つ
で
あ
る
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
視
聴
は
、
自
分
の

考
え
を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。
私
の
好
き
な
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ラ
ジ
オ
中
田
敦
彦
氏
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
大
学
で

す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
、
歴
史
・

経
済
・
時
事
・
金
融
・
文
学

等
の
著
書
紹
介
が
メ
イ
ン
の

動
画
で
、
ど
の
内
容
も
分
か

り
や
す
く
面
白
い
で
す
。
そ

の
中
で
も
金
融
に
つ
い
て
の

価
値
観
が
大
き
く
変
わ
り
ま
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し
た
。

　

今
の
日
本
の
金
融
財
政

は
、
た
く
さ
ん
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
特
に
年
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
減
額
や

年
金
受
給
の
延
長
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
私
は
新
た
な

挑
戦
と
し
て
資
産
運
用
、
つ

ま
り
投
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
分

散
投
資
や
ド
ル
コ
ス
ト
平
均

法
等
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
興

味
深
い
内
容
で
し
た
。
テ
レ

ビ
で
耳
に
す
る
「
日
経
平
均

株
価
、
本
日
の
株
と
為
替
の

値
動
き
」
等
に
も
敏
感
に
な

り
ま
し
た
。

　
世
界
の
国
々
で
は
、
金
融

教
育
に
資
産
形
成
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
学
校
教
育
の

中
で
老
後
の
生
活
に
つ
い
て

考
え
、
準
備
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本

は
、
二
〇
二
二
年
度
よ
り
、

高
等
学
校
の
家
庭
科
で
資
産

形
成
が
学
習
内
容
に
入
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
が
希
薄
な
気
が
し
ま

す
。

　
動
画
を
通
し
て
、
本
は
た

く
さ
ん
の
知
識
や
筆
者
の
考

え
が
読
み
取
れ
る
人
生
の
教

科
書
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

学
校
の
授
業
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
社
会
の
謎
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
現
代
を
生
き

る
た
め
に
は
、
教
え
ら
れ
た

こ
と
だ
け
を
鵜
呑
み
に
す
る

の
で
は
な
く
、
真
偽
を
追
求

で
き
る
知
識
と
思
考
力
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
自
分
へ
の
投
資
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

次
回
紹
介
者

次
回
紹
介
者

お
名
前　
高
坂　
将
大
さ
ん

住　
所　
堂
ノ
前

緑川マサエさん
（一　色）

昭和８年７月10日生

鈴木　一一さん
（岡　田）

昭和８年７月6日生

矢田部貞子さん
（城　跡）

昭和８年７月5日生

鈴木　カヨさん
（仁公儀）

昭和８年７月2日生

鈴木キミヱさん
（戸　中）

昭和８年７月1日生

笠原ヨシ子さん
（北　町）

昭和８年７月23日生

菅井　美江さん
（町　裏）

昭和８年７月22日生

和知　富子さん
（逆　川）

昭和８年７月18日生

植村　光子さん
（逆　川）

昭和８年７月14日生

坂本　善一さん
（丸　内）

昭和８年７月12日生

両親の名 出生児 住　所
増田　和也・菜々美 結　斗（ゆいと）水白田
西牧　和樹・有　紀 実　優（み　ゆ）水白田
渡 　智大・千　奈 顕　也（けんや）南　町
芳賀　晃彦・奈　緒 弘　生（こうき）日向前
北條　和真・加耶子 琳　都（りんと）仁公儀
大塚　省吾・可奈子 　凛　（り　ん）板　橋
大竹　康史・千　寛 未　 （みれい）丸　内
緑川　大輔・　愛　 智　隼（ちはや）山　際
金城　成仁・綾　菜 佑來紀（ゆらき）西中居

おめでたおめでた（６月中の届け出）

みんなのひろば

人の動き　令和３年７月１日現在

人口　13,593人（－３人）　世帯数　5,105世帯（＋１世帯）　男性�6,721人（－１人）　女性�6,872人（－２人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
矢部　庄一 88 寺　山 鈴木　秋義 74 関　口
宗田　禮子 69 古　町 川音ハルミ 78 鷹匠町
北條ミドリ 83 仁公儀 下重キクノ 99 関　口
菊地　信一 84 宮　下 藤田　勝身 82 南　町
野中啓一郎 84 寺　山 拝原　文子 88 上　台
須藤　俊男 87 玉　野 原　　勝則 72 富　岡
緑川　三郎 82 大　梅 佐川セツ子 93 北山本
吉田　ふみ 91 観音向

おくやみ（６月中の届け出）

　編集後記
　今月号の狛犬の特集では、狛犬を探しながら町内の神社をくまなく回りました。最初はつらかった狛犬探しも、一
体一体顔や姿が違う狛犬を見つけるたびに、次はどんな狛犬かと楽しみになっていきました。棚倉町だけでなく、県
南地方にはたくさんの狛犬がいるそうなので、今度探しに行きたいと思います。� （石井）

地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記
　町の地域おこし協力隊として図書活動の推進に尽力していただいている直江さんが、
おすすめの本の紹介や、活動内容などを定期的に報告していきます。

　みなさんは、子どもセンターに図書室があることを知っていますか？子どもセンターを知っていても、その
中にあるラビット図書室の存在についてはピンとこない人もいるかもしれません。児童クラブでの利用や、絵
本の読み聞かせ場所として、子どもたちの憩いの場になっているところです。今回はそのラビット図書室の整
理を行いました。
　窓際に沿って配置された表紙の見える棚や、カーペット敷きでクッションや座布団もある、読書に適した環
境を活かし、選書や年齢別の絵本の配置を行い、手に取りやすく、また戻しやすい棚にしました。
　３月に閉校した山岡小学校の図鑑や絵本を移動して、ラビット図書室専用の本にし、いつでも楽しめるよう
にシールを貼り、分類分けをしました。
　親と子が共に居て、そのひと時の時間と空間の中に、絵本という歓びの世界があり、読み手と聞き手とがそ
の歓びを分かち合い、共有することに絵本の第一の意味がある、と言っている人もいます。(東京大学大学院
教育学研究科HPより)
　まずは一冊手に取って
もらい最後まで読めない
からと諦めるよりも、一
瞬でも一回でも読んでも
らった楽しい記憶は子ど
もの心にずっと残るもの
です。
　ぜひ、ラビット図書室
に遊びに来てください。

★ ラビット図書室 ★
（子どもセンター内）

開館時間
　午前９時から午後５時まで
開 館 日
　月曜日から土曜日（祝日を除く）
※�貸出は行っておりませんの
でご了承ください。
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さかい　らいと くん
毎日お兄ちゃんたちと
頑張ってるよ！！

すずき　るり ちゃん
お姉ちゃんとはみがき
がんばってます。

たかはし　りく くん
ママと毎日歯みがき頑
張っています。

つのだ　りの ちゃん
お気に入りの歯ブラシ
で歯磨き、大好き！！

こばやし　そう くん
お兄ちゃんと毎日、歯
みがき頑張ってます！

うすば　ちあき くん
毎日歯みがきしていま
す！

●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。●�３歳児の健康診査で、むし歯がありませんでした。

５月の健診で撮影させていただいた皆さんです。７月号、８月号、９月号の３回で紹介します。

むむ しし 歯歯
のの なな いい 子子

～第70回地方植樹祭～～第70回地方植樹祭～
　新型コロナウイルスの影響で延期されていた地方植樹祭　新型コロナウイルスの影響で延期されていた地方植樹祭
が、ルネサンス棚倉にて開催されました。社川幼稚園の園児が、ルネサンス棚倉にて開催されました。社川幼稚園の園児
による「緑の誓い」が披露されたあと、参加者によってツツによる「緑の誓い」が披露されたあと、参加者によってツツ
ジや桜の苗木が植えられました。この植樹祭を通して、緑のジや桜の苗木が植えられました。この植樹祭を通して、緑の
大切さを改めて確認し、未来でも緑豊かな棚倉町であること大切さを改めて確認し、未来でも緑豊かな棚倉町であること
を願いました。を願いました。

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

はら　ゆかり ちゃん
眠たくなっても、毎日
歯磨き頑張ってます。

「 緑 の 誓 い 」「 緑 の 誓 い 」
　棚倉町の緑豊かな自然環境は、私たちの生活にやすらぎと活力を与え　棚倉町の緑豊かな自然環境は、私たちの生活にやすらぎと活力を与え
てくれます。緑豊かな自然環境に感謝するとともに、この植樹祭においてくれます。緑豊かな自然環境に感謝するとともに、この植樹祭におい
て、次のことを誓います。て、次のことを誓います。
　一　私たちは、緑を愛し、緑を大切にします。　一　私たちは、緑を愛し、緑を大切にします。
　一　私たちは、緑を育て、緑を守ります。　一　私たちは、緑を育て、緑を守ります。
　一　私たちは、自然の恵みに感謝し、緑を未来につなぎます。　一　私たちは、自然の恵みに感謝し、緑を未来につなぎます。
� 令和３年６月23日　棚倉町立社川幼稚園　年長一同� 令和３年６月23日　棚倉町立社川幼稚園　年長一同


